
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
四
、
三
三
九
頁
。 

(

三) 

少
な
い
と
は
言
え
、
八
月
一
五
日
を
め
ぐ
る
韓
国
社
会
の
メ
デ
ィ
ア
言
説
の
研
究

が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
イ
・
ド
ン
フ
の
「
記
憶
の
テ
キ
ス
ト
性
：
光

復
節
特
集
ド
ラ
マ
」（『
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
テ
キ
ス
ト
』
三
、
二
〇
〇
〇
年
、
七
一
―
一
二

二
頁
）
や
、
チ
ョ
・
ト
ン
シ
の
「
韓
国
新
聞
の
一
九
四
五
〜
二
〇
〇
五
年
光
復
節
社
説
」

（『
新
聞
と
放
送
』
九
月
号
、
二
〇
〇
五
年
、
五
六
―
六
一
頁
）
と
い
っ
た
韓
国
語
の

論
文
が
何
編
か
存
在
す
る
。
大
統
領
の
演
説
や
、
記
念
館
、
歴
史
教
科
書
な
ど
、
様
々

な
媒
体
に
お
け
る
八
月
一
五
日
言
説
を
分
析
し
た
論
文
を
ま
と
め
た
シ
ン
・
ジ
ュ
ベ
ク
、

チ
ョ
ン
・
グ
ン
シ
ク
編
の
『8

・15

の
記
憶
と
東
ア
ジ
ア
的
地
平
』（
図
書
出
版
ソ
ン

イ
ン
、
二
〇
〇
六
年
）
も
重
要
な
先
行
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
政
治
学
的
な
立
場

か
ら
の
記
憶
研
究
に
焦
点
を
合
わ
せ
れ
ば
、
韓
国
国
家
記
念
日
研
究
の
始
ま
り
と
も
言

え
る
キ
ム
・
ミ
ン
フ
ァ
ン
の
「
韓
国
の
国
家
記
念
日
成
立
に
関
す
る
研
究
」（『
韓
国
学

報
』
九
九
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
九
―
一
六
一
頁
）
や
、
小
林
聡
明
の
「
南
北
韓
に
お

け
る
記
憶
の
管
理
と
〈
歴
史
〉
の
創
造
：
解
放
か
ら
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
〈
八
・
十

五
〉
イ
ベ
ン
ト
を
中
心
に
」（『
日
本
思
想
』
一
五
、
二
〇
一
三
年
、
二
七
―
五
六
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
外
国
と
の
比
較
研
究
と
し
て
は
、
キ
ム
・
ヤ
ン
ス
の
「
韓
国
と

台
湾
文
化
の
中
の
「
光
復
」
の
記
憶
」（『
中
国
中
文
学
』
四
八
、
二
〇
一
一
年
、
六
七

―
九
二
頁
）
な
ど
が
あ
る
。 

中
国
に
お
け
る
「
家
族
の
個
人
化
」
の
形 

―
《
谁
在
你
家 

中
国
〝
个
体
家
庭
〟
的
选
择
》
― 

彭 

永
成 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一 

は
じ
め
に 

  

一
九
五
〇
年
代
初
頭
の
中
国
で
行
わ
れ
た
社
会
主
義
改
革
の

中
で
、
宗
族
は
極
め
て
重
要
な
改
革
す
べ
き
対
象
と
さ
れ
た
。

た
だ
し
そ
れ
は
中
国
に
お
け
る
「
個
人
主
義
」
の
台
頭
を
意
味

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
重
要
視
さ
れ
た
の
は
「
私
益
を
捨
て
て

公
益
を
守
る
」（
舍
小
家
为
大
家
）
と
い
う
集
団
主
義
の
価
値
観

で
あ
っ
た
。 

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
価
値
観
が
成
立
す
る
土
台
を
崩
し
て

い
く
よ
う
な
動
き
が
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
見
ら
れ
た
。
一

九
七
〇
年
代
末
期
農
村
か
ら
広
ま
っ
た
経
済
体
制
改
革
か
ら
、

一
九
九
二
年
に
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
遂
行
し
た
市
場

経
済
改
革
経
済
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
個
人
の
努
力
や
貢
献
の
大

き
さ
に
関
係
な
く
、
全
員
同
じ
水
準
に
給
与
す
る
と
い
う
集
団

主
義
の
基
礎
が
崩
れ
始
め
た
。
個
人
に
経
済
面
に
お
け
る
自
由

と
リ
ス
ク
を
同
時
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
は
集
団
か

ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
国
社
会
の
個
人
化
に
つ
い
て
の
研
究
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
。
閻
雲
翔
の
『
中
国
社
会
の
個
人
化
』（The 

Individualization 
of 

Chinese 
Society,

二
〇
〇
九
）（
一
）

が
代

表
的
な
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
閻
が
一
九
九
〇
年
代
に
行
っ
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
デ
ー
タ
を
基
に
、
中
国
に
お
け
る

農
村
（
二
）

社
会
の
個
人
化
を
家
庭
形
態
、
伝
統
儀
礼
、
青
年
文

化
な
ど
の
側
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
た
二
〇
〇
〇
年
代
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に
、
農
村
で
は
な
く
経
済
の
資
本
主
義
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

る
都
市
社
会
に
お
い
て
、
家
庭
形
態
の
個
人
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
表
し
た
の
か
。
ま
た
、
核
家

族
が
社
会
主
流
の
家
族
形
態
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
一
方
、

中
国
の
都
市
で
は
、
拡
大
家
族
も
多
く
存
在
し
、
世
代
間
の
ト

ラ
ブ
ル
も
よ
く
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
素
材
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
社
会

環
境
を
背
景
に
、
中
国
の
都
市
社
会
に
お
け
る
家
族
形
態
の
変

化
は
果
た
し
て
「
個
人
化
」
の
理
論
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
る

の
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
疑
問
に
つ
い
て
答
え
を
出
し
た
の
が
沈
奕
斐

（
二
〇
一
九
）『
あ
な
た
の
家
に
は
誰
が
い
ま
す
か
―
中
国
の
個

人
家
族
の
選
択
』（
谁
在
你
家 

中
国
〝
个
体
家
庭
〟
的
选
择
）

で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
沈
奕
斐
氏
が
二
〇
一
〇
年
に
中
国
復
旦

大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
基
に
出
版
さ
れ
た
『
個
人
家
族

iFam
ily

』（《
个
体
家
庭iFam

ily

》）
を
加
筆
し
た
二
〇
一
九
年

の
新
版
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
沈
書
の
内
容
を
要
約
し
た
上
で
、
そ
の
学
術
価

値
に
つ
い
て
評
価
し
、
残
し
た
課
題
も
提
示
し
た
い
。 

 

二
、 

本
書
の
要
約 

 

・
序
章
：
個
人
化
の
中
に
あ
る
中
国
の
都
市
家
庭 

（
个
体
化
进
程
中
的
中
国
城
市
家
庭
） 

 

中
国
の
都
市
に
お
け
る
家
族
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
は
、
主

に
家
族
機
能
、
家
族
構
造
と
の
そ
の
内
部
関
係
性
の
変
化
に
注

目
し
て
い
る
（
三
）
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
中
国
に
お
け
る
家

族
の
変
遷
に
つ
い
て
、
以
下
三
つ
の
特
徴
を
ま
と
め
た
。（
一
）

家
族
構
造
に
は
家
族
規
模
の
縮
小
、
核
家
族
化
。（
二
）
家
族
機

能
は
経
済
的
な
協
働
か
ら
親
密
関
係
の
構
築
へ
の
転
換
。（
三
）

家
族
内
部
の
関
係
性
に
お
け
る
縦
軸
の
親
子
関
係
か
ら
横
軸
の

夫
婦
関
係
へ
と
移
行
と
そ
れ
に
と
も
な
う
女
性
の
権
力
の
上
昇
。 

以
上
三
つ
の
結
論
は
様
々
な
調
査
統
計
デ
ー
タ
か
ら
検
証
で

き
る
が
、
果
た
し
て
社
会
の
個
人
化
が
進
む
中
、
中
国
の
都
市

に
お
け
る
家
族
の
変
化
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
こ
の
よ
う
な
結
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
書
の
主
た
る
問

題
の
関
心
は
、
現
代
社
会
、
と
り
わ
け
都
市
社
会
に
お
い
て
、

個
人
と
個
人
、
個
人
と
家
族
の
関
係
性
及
び
家
族
内
の
権
力
構

造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 

 

ま
た
、
同
じ
く
家
族
の
個
人
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
と
は

言
え
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
現
象
は
、「
家
族
の
個
人
化
」
を
論

じ
る
際
に
参
考
に
さ
れ
るU

.

ベ
ッ
ク
の
捉
え
る
ド
イ
ツ
社
会

や
ア
メ
リ
カ
社
会
と
は
異
な
っ
た
姿
を
持
っ
て
進
ん
で
お
り
、

伝
統
的
共
同
体
と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
実
態

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
そ
の
中
国
な
ら

で
は
の
「
家
族
の
個
人
化
」
の
特
色
に
も
注
目
し
て
い
る
。 

 

・
第
一
章 

in-depth interview

の
混
合
モ
デ
ル
：
ケ
ー
ス
メ

ゾ
ッ
ト
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型 

（
深
度
访
谈
的
混
合
模
型
：
个
案
金
字
塔
阵
） 

 
 

本
章
で
は
、
本
書
が
採
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
の
方

法
、
研
究
対
象
の
選
択
基
準
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査

の
倫
理
と
そ
の
制
限
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
研
究
対
象
の
選

択
基
準
は
以
下
に
な
る
。 

（
一
）
夫
婦
は
と
も
に
一
九
六
六
年
以
降
生
ま
れ
る
こ
と
（
調

査
当
時
は
四
十
代
以
下
） 

（
二
）
夫
婦
の
中
少
な
く
と
も
一
人
は
大
学
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
学
歴
を
持
つ
こ
と 

（
三
）
上
海
に
戸
籍
が
あ
る
こ
と 

（
四
）
親
が
地
元
を
離
れ
て
、
上
海
に
い
る
子
世
代
の
家
の
中

に
住
み
込
む
こ
と 

 

以
上
四
つ
の
基
準
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
上
海
に
い
る
46
戸

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
研
究
対
象
と
し
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。こ
の
調
査
に
お
い
て
、「
家
族
と
は
何
か
」

を
最
も
中
心
的
な
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。 

し
か
し
、

研
究
対
象
か
ら
え
ら
れ
た
回
答
数
が
充
実
し
て
い
く
う
ち
に
、

著
者
は
社
会
学
の
「
家
族
」
の
定
義
に
対
す
る
疑
問
が
よ
り
深

ま
っ
た
。
今
日
の
都
市
に
お
い
て
、
家
の
構
造
は
流
動
的
で
あ

り
、
不
確
実
性
に
満
ち
て
い
る
。
同
じ
家
に
所
属
し
て
い
る
家

族
メ
ン
バ
ー
も
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
家
族
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
異
な
る
家
へ
の
理
解
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
家
族
意

識
を
支
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
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に
、
農
村
で
は
な
く
経
済
の
資
本
主
義
化
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

る
都
市
社
会
に
お
い
て
、
家
庭
形
態
の
個
人
化
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
て
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
表
し
た
の
か
。
ま
た
、
核
家

族
が
社
会
主
流
の
家
族
形
態
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
一
方
、

中
国
の
都
市
で
は
、
拡
大
家
族
も
多
く
存
在
し
、
世
代
間
の
ト

ラ
ブ
ル
も
よ
く
ド
ラ
マ
や
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
の
素
材
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
社
会

環
境
を
背
景
に
、
中
国
の
都
市
社
会
に
お
け
る
家
族
形
態
の
変

化
は
果
た
し
て
「
個
人
化
」
の
理
論
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
る

の
か
。 

 

こ
の
よ
う
な
疑
問
に
つ
い
て
答
え
を
出
し
た
の
が
沈
奕
斐

（
二
〇
一
九
）『
あ
な
た
の
家
に
は
誰
が
い
ま
す
か
―
中
国
の
個

人
家
族
の
選
択
』（
谁
在
你
家 

中
国
〝
个
体
家
庭
〟
的
选
择
）

で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
沈
奕
斐
氏
が
二
〇
一
〇
年
に
中
国
復
旦

大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
基
に
出
版
さ
れ
た
『
個
人
家
族

iFam
ily

』（《
个
体
家
庭iFam

ily

》）
を
加
筆
し
た
二
〇
一
九
年

の
新
版
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
沈
書
の
内
容
を
要
約
し
た
上
で
、
そ
の
学
術
価

値
に
つ
い
て
評
価
し
、
残
し
た
課
題
も
提
示
し
た
い
。 

 

二
、 

本
書
の
要
約 

 

・
序
章
：
個
人
化
の
中
に
あ
る
中
国
の
都
市
家
庭 

（
个
体
化
进
程
中
的
中
国
城
市
家
庭
） 

 

中
国
の
都
市
に
お
け
る
家
族
の
変
遷
に
関
す
る
研
究
は
、
主

に
家
族
機
能
、
家
族
構
造
と
の
そ
の
内
部
関
係
性
の
変
化
に
注

目
し
て
い
る
（
三
）
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
中
国
に
お
け
る
家

族
の
変
遷
に
つ
い
て
、
以
下
三
つ
の
特
徴
を
ま
と
め
た
。（
一
）

家
族
構
造
に
は
家
族
規
模
の
縮
小
、
核
家
族
化
。（
二
）
家
族
機

能
は
経
済
的
な
協
働
か
ら
親
密
関
係
の
構
築
へ
の
転
換
。（
三
）

家
族
内
部
の
関
係
性
に
お
け
る
縦
軸
の
親
子
関
係
か
ら
横
軸
の

夫
婦
関
係
へ
と
移
行
と
そ
れ
に
と
も
な
う
女
性
の
権
力
の
上
昇
。 

以
上
三
つ
の
結
論
は
様
々
な
調
査
統
計
デ
ー
タ
か
ら
検
証
で

き
る
が
、
果
た
し
て
社
会
の
個
人
化
が
進
む
中
、
中
国
の
都
市

に
お
け
る
家
族
の
変
化
は
そ
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
こ
の
よ
う
な
結
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
書
の
主
た
る
問

題
の
関
心
は
、
現
代
社
会
、
と
り
わ
け
都
市
社
会
に
お
い
て
、

個
人
と
個
人
、
個
人
と
家
族
の
関
係
性
及
び
家
族
内
の
権
力
構

造
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

 

 

ま
た
、
同
じ
く
家
族
の
個
人
化
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
と
は

言
え
、
中
国
に
お
け
る
こ
の
現
象
は
、「
家
族
の
個
人
化
」
を
論

じ
る
際
に
参
考
に
さ
れ
るU

.

ベ
ッ
ク
の
捉
え
る
ド
イ
ツ
社
会

や
ア
メ
リ
カ
社
会
と
は
異
な
っ
た
姿
を
持
っ
て
進
ん
で
お
り
、

伝
統
的
共
同
体
と
の
関
係
を
踏
ま
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
実
態

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
は
そ
の
中
国
な
ら

で
は
の
「
家
族
の
個
人
化
」
の
特
色
に
も
注
目
し
て
い
る
。 

 

・
第
一
章 

in-depth interview

の
混
合
モ
デ
ル
：
ケ
ー
ス
メ

ゾ
ッ
ト
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型 

（
深
度
访
谈
的
混
合
模
型
：
个
案
金
字
塔
阵
） 

 
 

本
章
で
は
、
本
書
が
採
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
の
方

法
、
研
究
対
象
の
選
択
基
準
、
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査

の
倫
理
と
そ
の
制
限
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
研
究
対
象
の
選

択
基
準
は
以
下
に
な
る
。 

（
一
）
夫
婦
は
と
も
に
一
九
六
六
年
以
降
生
ま
れ
る
こ
と
（
調

査
当
時
は
四
十
代
以
下
） 

（
二
）
夫
婦
の
中
少
な
く
と
も
一
人
は
大
学
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
の
学
歴
を
持
つ
こ
と 

（
三
）
上
海
に
戸
籍
が
あ
る
こ
と 

（
四
）
親
が
地
元
を
離
れ
て
、
上
海
に
い
る
子
世
代
の
家
の
中

に
住
み
込
む
こ
と 

 

以
上
四
つ
の
基
準
を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
上
海
に
い
る
46
戸

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
研
究
対
象
と
し
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査
を
行
っ
た
。こ
の
調
査
に
お
い
て
、「
家
族
と
は
何
か
」

を
最
も
中
心
的
な
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。 

し
か
し
、

研
究
対
象
か
ら
え
ら
れ
た
回
答
数
が
充
実
し
て
い
く
う
ち
に
、

著
者
は
社
会
学
の
「
家
族
」
の
定
義
に
対
す
る
疑
問
が
よ
り
深

ま
っ
た
。
今
日
の
都
市
に
お
い
て
、
家
の
構
造
は
流
動
的
で
あ

り
、
不
確
実
性
に
満
ち
て
い
る
。
同
じ
家
に
所
属
し
て
い
る
家

族
メ
ン
バ
ー
も
、そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
家
族
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
異
な
る
家
へ
の
理
解
を
ス
タ
ー
ト
と
し
、
家
族
意

識
を
支
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
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る
家
族
意
識
を
持
つ
人
々
は
各
自
家
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
位
置
に
立

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
か
？
こ
う
し
た
質

問
を
答
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
は
現
代
の
都
市
に
お
け
る

家
族
内
部
の
権
利
構
造
、
そ
し
て
家
族
間
の
新
し
い
関
係
性
に

つ
い
て
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

・
第
二
章
：
家
族
構
造
の
理
想
像
：「
二
つ
の
ド
ア
、
一
杯
の
ス

ー
プ
」 

（
理
想
的
家
庭
结
构
：「
两
扇
门
，
一
碗
汤
」） 

 

中
国
の
都
市
社
会
に
お
け
る
家
族
構
造
の
理
想
像
に
つ
い
て

語
る
時
に
は
、「
二
つ
の
ド
ア
、
一
杯
の
ス
ー
プ
」
と
い
う
言
葉

は
最
も
多
く
見
ら
れ
る
。
社
会
の
個
人
化
の
度
が
深
ま
っ
て
い

く
う
ち
に
、
人
々
は
よ
り
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
大
切
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
親
子
両
世
代
と
も
、
世
代
間
の
絆

の
重
要
性
を
充
分
に
認
識
し
た
上
で
、
二
世
代
同
居
の
ト
ラ
ブ

ル
に
対
す
る
恐
れ
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
つ
た
め
に
、

“
二
つ
の
ド
ア
”
が
今
時
の
理
想
的
家
族
像
に
つ
い
て
語
る
時

に
前
に
置
か
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ 

“
二
つ
の
ド
ア
”
を
述

べ
た
後
に
、“
一
杯
の
ス
ー
プ
”
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
も
不
可

欠
な
の
か
。
個
人
主
義
の
価
値
観
が
明
ら
か
に
世
の
中
に
流
行

っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
は
伝
統
的
な
家
族
主
義
文

化
を
想
起
し
、
世
代
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て

い
る
の
か
。 

  

共
働
き
家
族
が
一
般
的
な
中
国
に
お
い
て
、
女
性
に
は
仕
事

と
家
事
両
方
の
重
任
が
課
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
に
よ
る
と
、
女
性
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
方
法
と

し
て
、
男
性
が
家
事
に
参
加
す
る
こ
と
、
最
新
の
家
電
製
品
を

購
入
し
、
家
事
時
間
の
減
少
を
減
少
す
る
こ
と
、
家
事
労
働
の

社
会
化
、
す
な
わ
ち
育
児
や
看
護
施
設
に
頼
む
こ
と
が
上
が
ら

れ
て
き
た
。 

 

た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
共
働
き
家
族
の
中
、
子
供
が
生
ま
れ

る
と
、
以
上
の
方
法
で
は
解
決
で
き
な
い
四
種
の
育
児
に
関
す

る
プ
レ
シ
ャ
ー
が
若
者
夫
婦
に
襲
う
。（
一
）
い
か
に
正
確
に
、

よ
り
よ
い
子
育
て
を
す
る
の
か
。（
二
）
家
政
婦
を
雇
う
経
済
力

を
持
た
な
い
、あ
る
い
は
そ
も
そ
も
家
政
婦
に
信
用
で
き
な
い
。

（
三
）
女
性
の
産
休
と
育
休
が
保
証
で
き
な
く
て
、
保
証
さ
れ

る
と
し
て
も
そ
の
時
間
が
育
児
に
と
っ
て
は
短
い
の
で
あ
る
。

（
四
）
社
会
の
激
し
い
競
争
を
背
景
に
、
男
女
問
わ
ず
に
育
休

を
取
る
こ
と
は
職
場
の
居
場
所
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
レ
シ
ャ
ー
を
解
消
す
る
に
あ
た
っ

て
、
両
親
は
最
も
理
想
的
な
お
手
伝
い
さ
ん
と
し
て
、
家
族
内

部
に
お
け
る
重
要
性
が
浮
上
す
る
。
す
な
わ
ち
、
共
働
き
家
族

に
お
い
て
、
親
が
第
二
の
「
妻
」
に
な
り
、
家
事
と
育
児
の
役

割
を
果
た
す
の
が
最
も
理
想
的
な
家
族
構
造
と
し
て
見
ら
れ
る
。

 

 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
親
は
二
人
目
の
妻
に
な
る
の
か
。
そ
の
理

由
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
家
父
長
制
の
崩

壊
に
よ
っ
て
、
家
の
中
に
お
い
て
、
年
齢
に
よ
る
優
遇
は
な
く

な
り
、
両
親
が
子
ど
も
の
尊
敬
を
得
る
た
め
に
他
の
手
法
を
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
社
会
に
お
け
る
老
人
の

福
祉
政
策
や
施
設
は
不
完
備
で
あ
る
た
め
、
両
親
の
老
後
に
は

子
ど
も
の
看
護
が
必
要
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
集
団
主
義
の

価
値
観
の
残
骸
は
四
十
、
五
十
年
代
生
ま
れ
の
親
た
ち
に
根
強

く
残
っ
て
い
っ
て
、
子
ど
も
の
た
め
に
個
人
の
生
活
を
犠
牲
す

る
の
は
当
た
り
前
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

・
第
三
章 

多
元
的
か
つ
流
動
的
な
家
族
構
造 

（
多
元
而
流
动
的
家
户
结
构
） 

 

住
宅
は
中
国
の
家
族
形
態
に
影
響
を
与
え
る
最
も
重
要
な
要

因
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
き

た
。
本
章
は
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
社
会
の
個
人
化
を
背

景
に
、
家
族
構
造
の
規
範
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
じ
て
分
か
っ
た
結

論
は
以
下
に
な
る
。 

 

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
中
国
社
会
で
は
主
流
だ
っ
た
夫
方
居
住
婚

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
世
代
同
居
に
し

て
も
、
夫
で
は
な
く
、
子
世
代
に
従
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
住
宅
を
背
負
う
の
は
男
性
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

は
家
の
内
部
に
お
け
る
男
女
の
地
位
に
影
響
が
少
な
く
、
そ
の

た
め
女
性
、
特
に
嫁
の
地
位
が
降
下
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
る
。 

  

た
だ
し
、
夫
方
居
住
婚
の
消
失
は
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
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る
家
族
意
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持
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中
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位
置
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ら
れ
て
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る
の
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、
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は
そ
の
よ
う
な
位
置
に
立

っ
て
、
そ
の
よ
う
な
意
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を
持
っ
て
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る
の
か
？
こ
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し
た
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問
を
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え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
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は
現
代
の
都
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に
お
け
る

家
族
内
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利
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造
、
そ
し
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家
族
間
の
新
し
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性
に
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を
目
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と
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深
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に
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を
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た
後
に
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に
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言
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も
不
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に
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起
し
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代
間
の
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ョ
ン
を
重
視
し
て

い
る
の
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、
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方
の
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せ
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と
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ま
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の
先
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担
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軽
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す
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た
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と
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、
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の
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製
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を

購
入
し
、
家
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、
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児
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看
護
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設
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と
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が
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た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
共
働
き
家
族
の
中
、
子
供
が
生
ま
れ

る
と
、
以
上
の
方
法
で
は
解
決
で
き
な
い
四
種
の
育
児
に
関
す

る
プ
レ
シ
ャ
ー
が
若
者
夫
婦
に
襲
う
。（
一
）
い
か
に
正
確
に
、

よ
り
よ
い
子
育
て
を
す
る
の
か
。（
二
）
家
政
婦
を
雇
う
経
済
力

を
持
た
な
い
、あ
る
い
は
そ
も
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も
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婦
に
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で
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な
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三
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の
産
休
と
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保
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で
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、
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れ

る
と
し
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も
そ
の
時
間
が
育
児
に
と
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は
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の
で
あ
る
。

（
四
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争
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、
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の
「
妻
」
に
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、
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事
と
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児
の
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す
の
が
最
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な
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。
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れ
で
は
、
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は
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人
目
の
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に
な
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の
か
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の
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れ
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ず
、
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制
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、
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に
お
い
て
、
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齢
に
よ
る
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、
両
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が
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ど
も
の
尊
敬
を
得
る
た
め
に
他
の
手
法
を
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
中
国
社
会
に
お
け
る
老
人
の

福
祉
政
策
や
施
設
は
不
完
備
で
あ
る
た
め
、
両
親
の
老
後
に
は

子
ど
も
の
看
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が
必
要
と
し
て
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る
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さ
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に
、
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団
主
義
の

価
値
観
の
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骸
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四
十
、
五
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代
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、
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住
宅
は
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国
の
家
族
形
態
に
影
響
を
与
え
る
最
も
重
要
な
要

因
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
先
行
研
究
が
指
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し
て
き

た
。
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は
、
そ
れ
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踏
ま
え
た
上
で
、
社
会
の
個
人
化
を
背

景
に
、
家
族
構
造
の
規
範
の
変
化
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
を
通
じ
て
分
か
っ
た
結

論
は
以
下
に
な
る
。 

 

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
中
国
社
会
で
は
主
流
だ
っ
た
夫
方
居
住
婚

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
二
世
代
同
居
に
し

て
も
、
夫
で
は
な
く
、
子
世
代
に
従
っ
て
住
む
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
住
宅
を
背
負
う
の
は
男
性
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

は
家
の
内
部
に
お
け
る
男
女
の
地
位
に
影
響
が
少
な
く
、
そ
の

た
め
女
性
、
特
に
嫁
の
地
位
が
降
下
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な

く
な
っ
て
い
る
。 

  

た
だ
し
、
夫
方
居
住
婚
の
消
失
は
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ
と
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を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
家
は
各
自
、
自
分
自
身
の
経

済
力
そ
し
て
人
力
資
源
の
角
度
か
ら
、
自
分
た
ち
と
っ
て
最
も

適
切
な
家
構
造
を
選
ぶ
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
都
市
社
会
に
お

け
る
家
族
構
造
の
規
範
は
多
元
的
、
且
つ
流
動
的
で
あ
る
と
も

言
え
る
。
つ
ま
り
、
社
会
が
個
人
化
し
て
い
く
中
、
伝
統
と
現

代
性
が
混
じ
り
合
っ
て
、
ど
っ
ち
を
取
る
か
は
個
人
の
選
択
の

自
由
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
拡
大
家
族
の
形
を
取
る
こ
と
イ
コ

ー
ル
伝
統
を
重
視
、
核
家
族
の
形
を
取
る
の
は
現
代
性
に
従
う

こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
。 

 

・
第
四
章 

個
人
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

（
从
个
体
出
发
的
家
庭
认
同
） 

 

個
人
化
す
る
家
族
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
各
個
人
が
自
分

自
身
を
家
の
中
心
と
し
て
、
他
の
家
族
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
語

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
を
通

し
て
得
た
結
果
と
し
て
は
、
男
性
が
家
族
と
し
て
語
る
メ
ン
バ

ー
は
い
つ
も
女
性
よ
り
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
女
性
の
多
く

は
自
分
の
両
親
、
配
偶
者
、
子
供
を
家
族
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
が
、男
性
は
さ
ら
に
自
分
の
兄
弟
を
含
む
。

ま
た
、
親
世
代
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

特
徴
は
、
全
て
の
親
族
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
自
分
名
義
（
女
性
の
場
合
は
夫
名
義
）
の
住
宅
を
持
た

な
い
と
、
自
分
だ
け
の
家
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
の
調
査
対
象
の
選
択
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
親

が
子
ど
も
の
家
に
住
み
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

親
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
が
子
ど
も
の
家
の
一
員
と
し
て

の
考
え
が
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
伝
い
人
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
自
己
認
識
に
と
ど
ま
る
。 

 

・
第
五
章 

家
と
家
の
関
係
：
融
合
と
対
立 

（
家
与
家
的
关
系
：
融
合
与
对
立
） 

 

大
家
族
の
中
に
、
高
収
入
、
高
学
歴
、
社
会
地
位
の
高
い
と

い
っ
た
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
物
が
存
在
す
る
と
、
そ
の
周
辺
に
い

る
親
戚
の
集
ま
り
が
強
く
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
集
ま
り
は
い

つ
も
片
側
の
親
縁
に
限
る
。
義
理
の
親
戚
と
の
対
立
は
今
の
時

代
で
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。 

 
 ・

第
六
章 

血
は
水
よ
り
濃
い
：
既
婚
の
一
人
っ
子
家
庭
を
例

に （
血
浓
于
水
：
以
已
婚
独
生
子
女
家
庭
为
例
） 

 

多
く
の
一
人
っ
子
は
高
校
、
大
学
時
代
以
外
は
、
い
つ
も
親

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
結

婚
し
た
後
、
親
世
代
を
自
分
の
家
族
メ
ン
バ
ー
と
し
て
暮
ら
す

の
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
配
偶
者
と
自

分
の
親
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
以
外
、
彼
ら

は
こ
の
よ
う
な
緊
密
の
世
代
間
の
付
き
合
い
を
問
題
視
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
中
国
に
お
い
て
、
一
人
っ
子
た
ち
の
個
人
化
に
は
二

つ
矛
盾
す
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
個
人
の
人

生
は
一
番
重
要
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
育
児

に
関
し
て
は
、
彼
ら
は
自
分
の
人
生
の
一
環
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
多
く
、
必
要
性
は
と
も
か
く
、
こ
れ
は
家
族
メ
ン
バ
ー
と

し
て
責
任
と
か
、
親
の
老
後
を
考
え
る
た
め
と
か
、
こ
の
よ
う

な
発
想
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
、
彼
ら
は
自

分
の
両
親
を
よ
り
重
視
し
、
親
は
結
婚
し
て
も
依
然
自
分
の
家

の
一
員
と
し
て
位
置
付
け
る
。 

 

・
第
七
章 

水
は
血
液
に
溶
け
に
く
い
：
義
理
両
親
へ
の
親
孝

行
の
ジ
レ
ン
マ 

（
水
难
溶
于
血
：
对
配
偶
父
母
的
孝
道
困
境
） 

 

伝
統
的
な
親
孝
行
の
規
範
と
し
て
は
、
以
下
三
カ
条
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
、
夫
婦
は
一
体
と
し
て
夫
の
両
親
に

親
孝
行
を
す
べ
き
の
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
は
自
分
の
両
親
に

親
孝
行
を
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
女
性
に
は
な
い
。
そ
し
て
、

親
孝
行
は
一
種
の
義
務
で
あ
り
、
親
の
品
性
、
経
歴
に
は
関
係

が
な
い
。
し
か
し
社
会
の
激
変
に
伴
い
、
現
在
の
都
市
社
会
に

お
け
る
家
族
の
親
孝
行
モ
デ
ル
も
変
わ
っ
て
き
た
。
今
で
は
、

夫
婦
は
各
自
自
分
の
両
親
に
親
孝
行
を
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、女
性
も
夫
の
家
庭
に
従
属
し
な
く
て
、男
性
と
同
じ
く
、

自
分
の
両
親
に
親
孝
行
を
す
る
責
任
が
あ
る
。
そ
し
て
、
親
孝

行
は
一
種
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
な
り
、
両
親
、
義
理
の
両
親
へ

の
親
孝
行
は
、
夫
婦
の
関
係
及
び
高
齢
者
の
品
性
、
経
歴
に
直
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を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
家
は
各
自
、
自
分
自
身
の
経

済
力
そ
し
て
人
力
資
源
の
角
度
か
ら
、
自
分
た
ち
と
っ
て
最
も

適
切
な
家
構
造
を
選
ぶ
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
都
市
社
会
に
お

け
る
家
族
構
造
の
規
範
は
多
元
的
、
且
つ
流
動
的
で
あ
る
と
も

言
え
る
。
つ
ま
り
、
社
会
が
個
人
化
し
て
い
く
中
、
伝
統
と
現

代
性
が
混
じ
り
合
っ
て
、
ど
っ
ち
を
取
る
か
は
個
人
の
選
択
の

自
由
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
拡
大
家
族
の
形
を
取
る
こ
と
イ
コ

ー
ル
伝
統
を
重
視
、
核
家
族
の
形
を
取
る
の
は
現
代
性
に
従
う

こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
。 

 

・
第
四
章 

個
人
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

（
从
个
体
出
发
的
家
庭
认
同
） 

 

個
人
化
す
る
家
族
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
各
個
人
が
自
分

自
身
を
家
の
中
心
と
し
て
、
他
の
家
族
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
語

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
を
通

し
て
得
た
結
果
と
し
て
は
、
男
性
が
家
族
と
し
て
語
る
メ
ン
バ

ー
は
い
つ
も
女
性
よ
り
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
女
性
の
多
く

は
自
分
の
両
親
、
配
偶
者
、
子
供
を
家
族
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

認
識
を
持
っ
て
い
る
が
、男
性
は
さ
ら
に
自
分
の
兄
弟
を
含
む
。

ま
た
、
親
世
代
に
よ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

特
徴
は
、
全
て
の
親
族
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
自
分
名
義
（
女
性
の
場
合
は
夫
名
義
）
の
住
宅
を
持
た

な
い
と
、
自
分
だ
け
の
家
は
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
の
調
査
対
象
の
選
択
基
準
の
一
つ
と
し
て
、
親

が
子
ど
も
の
家
に
住
み
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な

親
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
が
子
ど
も
の
家
の
一
員
と
し
て

の
考
え
が
な
く
、
あ
く
ま
で
も
手
伝
い
人
で
あ
る
と
い
う
よ
う

な
自
己
認
識
に
と
ど
ま
る
。 

 

・
第
五
章 

家
と
家
の
関
係
：
融
合
と
対
立 

（
家
与
家
的
关
系
：
融
合
与
对
立
） 

 

大
家
族
の
中
に
、
高
収
入
、
高
学
歴
、
社
会
地
位
の
高
い
と

い
っ
た
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
物
が
存
在
す
る
と
、
そ
の
周
辺
に
い

る
親
戚
の
集
ま
り
が
強
く
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
集
ま
り
は
い

つ
も
片
側
の
親
縁
に
限
る
。
義
理
の
親
戚
と
の
対
立
は
今
の
時

代
で
も
依
然
と
し
て
存
在
す
る
。 

 
 ・

第
六
章 

血
は
水
よ
り
濃
い
：
既
婚
の
一
人
っ
子
家
庭
を
例

に （
血
浓
于
水
：
以
已
婚
独
生
子
女
家
庭
为
例
） 

 

多
く
の
一
人
っ
子
は
高
校
、
大
学
時
代
以
外
は
、
い
つ
も
親

と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
結

婚
し
た
後
、
親
世
代
を
自
分
の
家
族
メ
ン
バ
ー
と
し
て
暮
ら
す

の
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
配
偶
者
と
自

分
の
親
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
以
外
、
彼
ら

は
こ
の
よ
う
な
緊
密
の
世
代
間
の
付
き
合
い
を
問
題
視
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。 

 

ま
た
、
中
国
に
お
い
て
、
一
人
っ
子
た
ち
の
個
人
化
に
は
二

つ
矛
盾
す
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
個
人
の
人

生
は
一
番
重
要
な
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
育
児

に
関
し
て
は
、
彼
ら
は
自
分
の
人
生
の
一
環
と
し
て
考
え
る
こ

と
が
多
く
、
必
要
性
は
と
も
か
く
、
こ
れ
は
家
族
メ
ン
バ
ー
と

し
て
責
任
と
か
、
親
の
老
後
を
考
え
る
た
め
と
か
、
こ
の
よ
う

な
発
想
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
方
で
、
彼
ら
は
自

分
の
両
親
を
よ
り
重
視
し
、
親
は
結
婚
し
て
も
依
然
自
分
の
家

の
一
員
と
し
て
位
置
付
け
る
。 

 

・
第
七
章 

水
は
血
液
に
溶
け
に
く
い
：
義
理
両
親
へ
の
親
孝

行
の
ジ
レ
ン
マ 

（
水
难
溶
于
血
：
对
配
偶
父
母
的
孝
道
困
境
） 

 

伝
統
的
な
親
孝
行
の
規
範
と
し
て
は
、
以
下
三
カ
条
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
ま
ず
、
夫
婦
は
一
体
と
し
て
夫
の
両
親
に

親
孝
行
を
す
べ
き
の
で
あ
る
。
ま
た
、
男
性
は
自
分
の
両
親
に

親
孝
行
を
す
る
責
任
が
あ
る
が
、
女
性
に
は
な
い
。
そ
し
て
、

親
孝
行
は
一
種
の
義
務
で
あ
り
、
親
の
品
性
、
経
歴
に
は
関
係

が
な
い
。
し
か
し
社
会
の
激
変
に
伴
い
、
現
在
の
都
市
社
会
に

お
け
る
家
族
の
親
孝
行
モ
デ
ル
も
変
わ
っ
て
き
た
。
今
で
は
、

夫
婦
は
各
自
自
分
の
両
親
に
親
孝
行
を
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、女
性
も
夫
の
家
庭
に
従
属
し
な
く
て
、男
性
と
同
じ
く
、

自
分
の
両
親
に
親
孝
行
を
す
る
責
任
が
あ
る
。
そ
し
て
、
親
孝

行
は
一
種
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
な
り
、
両
親
、
義
理
の
両
親
へ

の
親
孝
行
は
、
夫
婦
の
関
係
及
び
高
齢
者
の
品
性
、
経
歴
に
直
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接
に
関
連
し
て
い
る
。 

 

第
八
章 
ポ
ス
ト
家
父
長
制
時
代
：
性
別
と
世
代
の
ク
ロ
ス
視

点
か
ら
見
る
個
人
家
族 

（
后
父
权
制
时
代
：
性
别
与
代
际
交
叉
视
角
下
的
个
体
家
庭
） 

 

こ
れ
ま
で
中
国
の
家
父
長
制
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
家

父
長
居
住
、
家
系
継
承
と
家
内
部
の
権
力
構
造
の
三
つ
の
側
面

か
ら
論
じ
て
き
た
。
家
父
長
制
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
お

い
て
、
そ
の
三
つ
の
側
面
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
家
内
部
に
お
け
る
も
の
ご
と
の
決
定
権
と
役
割
分
担

か
ら
み
る
と
、（
上
海
の
家
の
）
家
事
労
働
に
お
け
る
男
女
の
平

等
が
実
現
で
き
た
と
い
う
の
は
早
計
で
あ
る
。
特
に
今
の
若
者

世
代
で
は
、
社
会
の
激
し
い
競
争
の
中
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」と
い
う
近
代
家
族
の
よ
う
な
家
族
構
造
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
中
で
は
、
女
性
が
全
て
の
家
事
労
働
を
担
う
の

で
は
な
く
、
男
女
と
も
に
家
事
分
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
探
し
て
い

る
こ
と
も
新
し
い
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
一
人
っ
子
政
策
に
よ
っ
て
家
父
長
制
度
の
合
理
性

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
子
世
代
夫
婦
は
家
内
部
の
権
力
構

造
に
お
い
て
、親
世
代
を
上
回
る
こ
と
が
見
ら
れ
た
。た
だ
し
、

夫
婦
の
間
で
は
依
然
と
し
て
夫
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
多
く
、

男
尊
女
卑
と
い
う
儒
教
の
伝
統
に
質
的
な
変
化
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
、
父
の
権
力
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男

性
が
握
る
権
力
に
は
質
的
な
変
化
は
な
い
と
も
言
え
る
。
一
家

の
う
ち
、
嫁
が
握
る
権
力
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
女
性
は
以

前
よ
り
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
あ
く
ま
で
も

今
の
嫁
が
持
つ
権
力
は
姑
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

 

で
は
、
な
ぜ
親
世
代
が
握
る
権
力
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く

の
か
。テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
る
社
会
の
激
変
を
背
景
に
、

若
者
は
高
齢
者
よ
り
新
し
い
情
勢
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
親
世
代
よ
り
、
子
世
代
が
教
育
者
の
位
置
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
昔
な
が
ら
の
親
子
関
係
に
深
刻

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
中
国
社
会
は
一
九
八
〇
年
代
以
前
、

閉
鎖
的
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
後
世
界
へ
の
開
放
に
よ
っ
て
極

端
的
な
内
部
と
外
部
の
格
差
を
経
験
し
た
。
年
配
者
で
あ
る
だ

け
で
尊
敬
さ
れ
る
時
代
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
年
配
者
た
ち
は

あ
っ
と
い
う
間
に
「
時
代
遅
れ
」
と
い
う
立
場
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
に
お
け
る
親
子
関
係
の
変
化
は
他
の

国
よ
り
最
も
急
激
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

た
だ
し
、
こ
こ
で
親
世
代
が
絶
対
的
な
経
済
的
優
位
性
を
占

め
る
家
の
中
で
は
、上
記
の
よ
う
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

第
九
章 

結
論
：
個
人
家
族
の
時
代 

（
结
论
：
个
体
家
庭
的
时
代
） 

 

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
で
分
か
っ
た
中
国
の
都

市
社
会
（
上
海
）
に
お
け
る
家
族
の
個
人
化
の
特
徴
に
つ
い
て

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。 

（
一
）
個
人
が
家
の
中
心
に
な
り
、
家
族
に
よ
っ
て
個
人
の
生

き
方
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

（
二
）
世
代
間
の
関
係
性
は
ま
だ
緊
密
と
も
言
え
る
が
、
親
密

関
係
を
保
つ
世
代
の
範
囲
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。 

（
三
）
夫
婦
両
側
の
親
族
は
同
じ
地
位
に
い
る
が
、
義
理
の
親

族
の
間
に
は
依
然
と
し
て
対
立
関
係
が
成
立
す
る
。 

（
四
）
家
族
構
造
は
随
時
変
動
可
能
で
あ
り
、
そ
の
不
確
定
性

が
高
い
。 

 

ま
た
、
家
族
機
能
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
協
同
と
親
密
関

係
の
構
築
の
両
方
と
も
が
重
要
な
機
能
と
し
て
見
ら
れ
る
。 

 

家
内
部
の
関
係
性
で
は
、
主
導
す
る
関
係
性
が
縦
軸
の
親
子

関
係
か
ら
横
軸
の
夫
婦
関
係
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
縦
軸
の
親

子
関
係
が
逆
転
し
、
子
ど
も
世
代
が
家
内
部
の
権
力
中
心
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
夫
婦
の
間
に
お
い
て
は
、
女
性
が
握
る
権
力
が

上
昇
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
男
女
が
平
等
な
立
ち
位
置

に
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。 

 

最
後
に
、
中
国
な
ら
で
は
の
「
家
族
の
個
人
化
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
中
国
に
お
い
て
、
第
一
の
現

代
性
と
第
二
の
現
代
性
は
同
時
発
生
し
、
中
国
社
会
の
個
人
化

は
伝
統
と
現
代
性
の
駆
け
引
き
に
な
っ
て
い
る
。
伝
統
は
社
会

に
お
い
て
、
そ
の
支
配
的
な
力
を
失
っ
て
い
る
が
、
ま
た
一
種

の
資
源
と
規
範
意
識
と
し
て
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま

た
、
現
代
性
の
進
展
（
経
済
制
度
の
改
革
な
ど
）
に
よ
っ
て
、

個
人
は
集
団
、
家
族
か
ら
脱
け
出
し
て
い
く
が
、
欧
米
型
の
個
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接
に
関
連
し
て
い
る
。 

 

第
八
章 

ポ
ス
ト
家
父
長
制
時
代
：
性
別
と
世
代
の
ク
ロ
ス
視

点
か
ら
見
る
個
人
家
族 

（
后
父
权
制
时
代
：
性
别
与
代
际
交
叉
视
角
下
的
个
体
家
庭
） 

 

こ
れ
ま
で
中
国
の
家
父
長
制
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
家

父
長
居
住
、
家
系
継
承
と
家
内
部
の
権
力
構
造
の
三
つ
の
側
面

か
ら
論
じ
て
き
た
。
家
父
長
制
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
現
在
に
お

い
て
、
そ
の
三
つ
の
側
面
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
変
化
が
見

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
、
家
内
部
に
お
け
る
も
の
ご
と
の
決
定
権
と
役
割
分
担

か
ら
み
る
と
、（
上
海
の
家
の
）
家
事
労
働
に
お
け
る
男
女
の
平

等
が
実
現
で
き
た
と
い
う
の
は
早
計
で
あ
る
。
特
に
今
の
若
者

世
代
で
は
、
社
会
の
激
し
い
競
争
の
中
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」と
い
う
近
代
家
族
の
よ
う
な
家
族
構
造
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
中
で
は
、
女
性
が
全
て
の
家
事
労
働
を
担
う
の

で
は
な
く
、
男
女
と
も
に
家
事
分
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
探
し
て
い

る
こ
と
も
新
し
い
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
一
人
っ
子
政
策
に
よ
っ
て
家
父
長
制
度
の
合
理
性

が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
子
世
代
夫
婦
は
家
内
部
の
権
力
構

造
に
お
い
て
、親
世
代
を
上
回
る
こ
と
が
見
ら
れ
た
。た
だ
し
、

夫
婦
の
間
で
は
依
然
と
し
て
夫
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
多
く
、

男
尊
女
卑
と
い
う
儒
教
の
伝
統
に
質
的
な
変
化
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
ま
た
、
父
の
権
力
が
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男

性
が
握
る
権
力
に
は
質
的
な
変
化
は
な
い
と
も
言
え
る
。
一
家

の
う
ち
、
嫁
が
握
る
権
力
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
が
、
女
性
は
以

前
よ
り
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
あ
く
ま
で
も

今
の
嫁
が
持
つ
権
力
は
姑
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

 

 

で
は
、
な
ぜ
親
世
代
が
握
る
権
力
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
く

の
か
。テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
る
社
会
の
激
変
を
背
景
に
、

若
者
は
高
齢
者
よ
り
新
し
い
情
勢
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
親
世
代
よ
り
、
子
世
代
が
教
育
者
の
位
置
に
立
つ

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
昔
な
が
ら
の
親
子
関
係
に
深
刻

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
中
国
社
会
は
一
九
八
〇
年
代
以
前
、

閉
鎖
的
な
状
態
に
あ
り
、
そ
の
後
世
界
へ
の
開
放
に
よ
っ
て
極

端
的
な
内
部
と
外
部
の
格
差
を
経
験
し
た
。
年
配
者
で
あ
る
だ

け
で
尊
敬
さ
れ
る
時
代
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
年
配
者
た
ち
は

あ
っ
と
い
う
間
に
「
時
代
遅
れ
」
と
い
う
立
場
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
に
お
け
る
親
子
関
係
の
変
化
は
他
の

国
よ
り
最
も
急
激
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

た
だ
し
、
こ
こ
で
親
世
代
が
絶
対
的
な
経
済
的
優
位
性
を
占

め
る
家
の
中
で
は
、上
記
の
よ
う
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 

第
九
章 

結
論
：
個
人
家
族
の
時
代 

（
结
论
：
个
体
家
庭
的
时
代
） 

 

こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
調
査
で
分
か
っ
た
中
国
の
都

市
社
会
（
上
海
）
に
お
け
る
家
族
の
個
人
化
の
特
徴
に
つ
い
て

ま
と
め
る
と
、
以
下
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。 

（
一
）
個
人
が
家
の
中
心
に
な
り
、
家
族
に
よ
っ
て
個
人
の
生

き
方
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

（
二
）
世
代
間
の
関
係
性
は
ま
だ
緊
密
と
も
言
え
る
が
、
親
密

関
係
を
保
つ
世
代
の
範
囲
は
縮
小
し
つ
つ
あ
る
。 

（
三
）
夫
婦
両
側
の
親
族
は
同
じ
地
位
に
い
る
が
、
義
理
の
親

族
の
間
に
は
依
然
と
し
て
対
立
関
係
が
成
立
す
る
。 

（
四
）
家
族
構
造
は
随
時
変
動
可
能
で
あ
り
、
そ
の
不
確
定
性

が
高
い
。 

 

ま
た
、
家
族
機
能
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
な
協
同
と
親
密
関

係
の
構
築
の
両
方
と
も
が
重
要
な
機
能
と
し
て
見
ら
れ
る
。 

 

家
内
部
の
関
係
性
で
は
、
主
導
す
る
関
係
性
が
縦
軸
の
親
子

関
係
か
ら
横
軸
の
夫
婦
関
係
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
縦
軸
の
親

子
関
係
が
逆
転
し
、
子
ど
も
世
代
が
家
内
部
の
権
力
中
心
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
夫
婦
の
間
に
お
い
て
は
、
女
性
が
握
る
権
力
が

上
昇
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
男
女
が
平
等
な
立
ち
位
置

に
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。 

 

最
後
に
、
中
国
な
ら
で
は
の
「
家
族
の
個
人
化
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
中
国
に
お
い
て
、
第
一
の
現

代
性
と
第
二
の
現
代
性
は
同
時
発
生
し
、
中
国
社
会
の
個
人
化

は
伝
統
と
現
代
性
の
駆
け
引
き
に
な
っ
て
い
る
。
伝
統
は
社
会

に
お
い
て
、
そ
の
支
配
的
な
力
を
失
っ
て
い
る
が
、
ま
た
一
種

の
資
源
と
規
範
意
識
と
し
て
人
々
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ま

た
、
現
代
性
の
進
展
（
経
済
制
度
の
改
革
な
ど
）
に
よ
っ
て
、

個
人
は
集
団
、
家
族
か
ら
脱
け
出
し
て
い
く
が
、
欧
米
型
の
個
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人
主
義
意
識
は
ま
だ
成
熟
し
て
な
い
た
め
、
リ
ス
ク
を
直
面
す

る
時
個
人
は
す
ぐ
集
団
や
家
族
に
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

本
書
で
見
た
上
海
の
「
個
人
家
族
」
の
形
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
よ
う
に
、
一
人
っ
子
政
策
に
よ
っ
て
伝
統
と
し
て
の
家

父
長
制
は
そ
の
合
理
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
が
、
家
事
や
育
児
に

困
難
が
あ
る
時
に
は
や
は
り
両
親
に
助
け
て
も
ら
う
し
か
な
い

と
い
う
考
え
が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
今
時
の
中
国

に
お
い
て
、「
個
人
化
」
の
特
徴
の
一
つ
は
、
個
人
の
選
択
そ
の

も
の
の
形
式
が
「
伝
統
的
」
あ
る
い
は
「
現
代
的
」
と
し
て
の

意
味
合
い
は
薄
く
て
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
自
己
実
現
の
ツ
ー

ル
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。 

 

三
、 

本
書
の
意
義
と
こ
れ
か
ら
の
課
題 

  

家
族
社
会
学
研
究
の
領
域
に
お
い
て
、
家
族
構
造
に
関
し
て

の
専
門
用
語
、
例
え
ば
異
な
る
家
族
の
形
態
に
つ
い
て
は
、「
核

家
族
」「
拡
大
家
族
」な
ど
の
用
語
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。た
だ
し
、

激
変
を
経
験
し
て
い
る
中
国
の
都
市
に
お
け
る
家
族
は
、
既
成

用
語
で
は
定
義
で
き
な
い
形
態
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

本
書
が
焦
点
を
当
て
た
社
会
の
個
人
化
を
経
験
し
て
い
る
家
族

で
あ
る
。
要
約
の
部
分
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
本
書
は
こ
の

よ
う
な
多
元
的
且
つ
流
動
的
な
家
族
構
造
を
「
個
人
家
族
」（
个

体
家
庭
／iFam

ily

）
と
名
つ
け
て
、
そ
こ
か
ら
中
国
式
の
「
個

人
化
」
の
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
こ
で
ま
と
め

た
上
海
に
お
け
る「
個
人
家
族
」と
い
う
家
族
形
態
の
特
徴
は
、

こ
れ
ま
で
世
界
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
家
族
の
個
人
化
」
の

理
論
と
の
接
点
を
提
示
し
な
が
ら
、
中
国
な
ら
で
は
の
「
家
族

の
個
人
化
」
の
要
素
も
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
本
書
に
よ

っ
て
、
西
欧
や
ア
メ
リ
カ
に
適
用
し
た
「
個
人
化
」
の
理
論
の

枠
組
み
に
、
中
国
の
空
白
も
埋
め
る
よ
う
に
な
り
、
同
じ
く
東

ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
日
本
と
は
異
な
る
家
族
の
個
人
化
の
形
も

解
明
で
き
た
の
で
あ
る
。 

 
ま
た
、
都
市
社
会
を
中
心
に
行
う
家
族
社
会
学
研
究
の
領
域

に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
先
行
研
究
で
ま
と
め
た
家
族
機
能
、

家
族
構
造
と
の
そ
の
内
部
関
係
性
の
変
化
に
つ
い
て
の
結
論
に

批
判
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
本
書
は
、
そ
う
い
っ
た
結
論
に

従
わ
ず
、上
海
地
域
に
い
る
研
究
対
象
を
絞
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
個
人
家
族
」
が
家
族
機
能
、
家
族
構
造
と
の
そ
の
内
部
関
係

性
な
ど
の
側
面
に
呈
示
し
た
特
徴
を
描
き
出
し
た
。 

 

以
上
で
述
べ
た
本
書
の
学
術
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ

か
ら
は
あ
え
て
本
書
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
取
り
、
本
書

の
延
長
線
上
に
あ
る
二
つ
の
課
題
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
は
、
本
書
の
中
で
は
、
今
回
研
究
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た

家
族
を
「
中
産
階
層
」（
四
）

と
し
て
分
類
し
た
が
、
実
際
に
各
対

象
家
族
の
年
収
は
か
な
り
の
格
差
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
書
で

得
ら
れ
た
結
論
は
ど
こ
ま
で
一
般
的
な
上
海
の
「
中
産
階
層
」

家
族
の
特
徴
と
し
て
読
み
替
え
る
の
か
、
と
い
う
疑
い
が
生
じ

る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
本
書
で
は
、
家
族
内
部
の
関
係
性

に
つ
い
て
解
明
す
る
た
め
、
特
別
に
孫
世
代
が
生
ま
れ
た
後
と

い
う
時
期
に
い
る
家
族
を
対
象
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
書

の
中
で
も
夫
側
の
親
族
と
妻
側
の
親
族
と
の
付
き
合
い
に
つ
い

て
論
じ
て
い
た
。
両
側
の
親
族
が
同
じ
家
族
に
な
っ
て
か
ら
、

家
族
内
部
の
関
係
性
、
そ
の
権
力
構
造
は
い
か
な
る
も
の
な
の

か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
ら

の
疑
問
に
つ
い
て
よ
り
明
確
な
答
え
を
出
す
た
め
に
は
、
や
は

り
男
女
の
結
婚
、あ
る
い
は
結
婚
式
及
び
そ
の
準
備
段
階
か
ら
、

両
側
の
親
戚
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
示
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
も
不
可
欠
だ
と
評
者
は
考
え
る
。
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本
書
で
扱
う
「
中
産
階
級
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
著
者
は
五
五
ペ
ー
ジ
に

こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
中
国
に
お
け
る
「
階
級
」
と
い
う
の
は
非
常
に
複
雑

な
分
析
概
念
で
あ
る
た
め
…
こ
こ
は
階
級
を
経
済
能
力
と
学
歴
に
よ
っ
て
（
研
究
対
象
）

区
別
す
る
」。 
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熟
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